
今年は戦後80年、昭和１００年という節目の年です。新聞社時代に北九州市や福岡市などの戦中、戦後の写真を集め、写
真現場の今の取材を加えて「写真で見る戦後 九州・山口の軌跡」のタイトルで２０１５年から月１回、紙面に連載していました。
戦後７５年の２０２０年に連載を一冊の本にまとめ、「写真でたどる福岡県の戦後７５年」（毎日新聞西部本社報道部編）として
出版しました。今回はこの写真集のほか、退職後に撮影、入手の写真を示しながら、１０回に分けて福岡県の戦中・戦後を語
ります。「福岡の戦後史は日本の歴史だ」がキャッチフレーズです。

慶応大卒 １９７９年 毎日新聞社入社 西部本社で、長崎、福岡、下関、小
倉報道部の記者として活躍する。『北九州市50年の物語』（２０１３年）『北九
州市戦後70年の物語』（２０１５年）＝共に毎日新聞西部本社報道部編、石
風社▽『写真でたどる福岡県の戦後75年』（２０２０年）＝毎日新聞西部本社
報道部編の執筆、出版に携わる。

写真でたどる北九州の戦中・戦後史


